A Chinese Community Structure in Northwestern Part of Malaya (Continued) by 前田, 清茂
Titleマラヤ北西部における中国人集落の構造 (下)
Author(s)前田, 清茂
















実質的には, この集落は, 村長の統制下にはなくて, 中国人には, 中国人集落を代表する人

























か らず了解に苦 しむことであった｡結局,財産家で人望ある者,このような人が, 地域社会の
みならず,同族,同郷出身者,同業者などの集団においても奉仕すべきであり, 一般の中国人
は,それよりも家業に忙 しいのが実情と見受けられた｡
(2) 代 表 者
アロールジャングスには,60年も昔からすでに私塾があ り,また,現在, 集落の中央部にあ
る中国人小学校は,1929年に創設せ られた｡こうした中国人学校は,当時の統治者から援助を
受けることな く. この集落の財産家で,社会事業のために寄付し, 奔走することを惜 しまない
人達によって, 自主的に創設 し,維持 ･運営せ られて現在に至った｡
集落の人達のほとんど唯一の,長期にわたる共同事業であるこの小学校は, 現在,アロール






安子実県仙都村出身,精米所経営,47才>に委ね られ, 彼が単独で決 しかねるような事態が発生
すれば,世帯番号 (26),く二広東省台山県出身,金舗および雑貨店経営,33才> にはか り,なお
も相談を要するようなことがあれば,世帯番号 (18),く理事長の実弟, 雑貨店経営,42才>お
よび世帯番号 (22),く広東省台山県出身,金舗経営,55才>も加わることがあるといい, 村民
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5 社会構造 (ⅠⅠ)一家族と婚姻
(1) 家 族
アロールジャングスの中国人の家族総数は,表 3 (前号 p.77)などで示 した ように65戸で
あるが,それを家族員数別,形態別に示す と表14のようになる｡
表14 A.∫.中国人の員数別,形態別家族数
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1家族の平均員数は7.4人である｡ 表14でも5人家族か ら9人家族の数が多い｡ 1人 ぐらし
もあれば,最も大きな家族数は17人家族が 1戸あ り,16人家族 2戸がこれについでいる｡ 1家
族の家族員数が多いのは,必ず しも,親 と有配偶の長男を 中心 とする3世代の幹家族 (Stem
20)




















が老人を軽視しているとい うことではな くて,子供達は家庭内においては, 常に父母に対 して
畏慨の念あるかの如 くつかえ,父母は常に家庭の精神的支柱になっている｡.
一般的にい うならば,父が在世 している聞, 家業の上で協同が必要とされる場合には,既婚
の息子家族も同居して,家業に従事するが, 父が死亡すれば,息子達は別の世帯をもうけて,
独立の生計を営むようであるO


























































だ,中国人の結婚の場合に限 り, 新郎の戸主が,マレー人の然るべき人- プソグルとは限ら
22)
ない- に祝儀金を渡 して, マレ-人のために別な会場と料理の準備を依頼 して, ｢酒｣食を
ふるまう｡ しかし,この場合でもマレー人は,中国人に対 して祝儀を贈った り, または,マレ
ー人の結婚に際して返礼として中国人を招待するようなことはな く, 全 く,中国人からマレー
人に対する一方的ふるまいである｡




表15 A.J.中国人の姓と出身地別家族数 (註 :○印は客家である｡)
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(C) 姓 と 婚 姻
アp-ルジャングスの中国人の姓の種煩はかなり多い｡ 戸主の姓のみを中国の出身地別に示





れてお り, しかも,前にも述べたように,同姓不要一 何ら親戚関係のない, 遠隔地の同姓を
も含めて- の原則が,いまなお固く守 られているために, 配偶者の選択範囲はかなり限定さ
24)








表16 A.∫.中 国 人の村 内 婚
世帯番号
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い｡ ｢女婿｣(NilHsti)とい うのは,すべて娘の配偶者を指 し,婿養子のことではない｡ しか
し,やや似たようなものとして, ｢招女婿｣(ChaoNdHsi養子をも らう) とい う言葉はあ
る｡ 招女婿の場合, 結納金 (碑金 PinChin)も挙式費用もすべて裏方が負担する｡ ただ, こ




ぐらい,男は M$200-300ぐらいが謝礼 (紅包 HungPao)の基準とのことである｡
しか し,出生届を済ませてしまった子供は,姓名の変更が面倒なうえ, 里親に対する監督が
あって, たびたび子供を連れてアロールスターにあ る福利部 (Fu LiPu-Departmentof
SocialWelfare)-出頭 しなければならないので, 病院の看護婦などに依頼 しておいて,出生
直後もらい受け,初めか ら自分の子供として届け出るのが好都合とのことである｡
なお,養子,養女とは少し離れるが,老後たよるべき子供がない場合, クアラルソプ-ルの
養老院 (安老院,AnLaoY'dan)に入れば,それですむ- とは,ある中学生の言葉で, 現代
の中国人青年の家族生活に対する考え方の一端を表わすものとして興味を感 じた｡

























を流れる運河の上流にあるシソパ ンウノパ ット (SimpangEmpat)(図1 前号 p.72参照),



















いわれるが (表 5 前号 p.80参照),この洪氏はすでに死去し,その子の洪氏はアロールジャ
ングスに親族も姻族もない｡ 洪氏と同姓の家はあるが,同じ岡安県出身であっても,中国人の
いう同郷同祖先ではない｡また , 親族 ･姻族という点からも,広東省出身者10戸の間, 福建省
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上中下 階層評価 -- 同郷同祖先
□ 小学校理事 ※ほ,アロールスタ -ー移住
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を図示すれば,図3,図4,図5のようになる｡
図3,図4に示された戸主はすべて安渓県の出身者であり, 図5の場合は岡安県,および南








ャングスの中国人集落の構造は,はっきり浮き彫 りにされる｡ 行政組織としては何ひ とつ明
確なものがなくても,この集落の中核をなす ものは,社会的にも経済的に も福建省の安渓配
- 主として仙都村- の出身者である｡ 同じ福建省出身者であっても,福州出身者,あるい













真7参照)を両るものが多 く, また, 同省出身者には商業従事者が多い関係からか, ｢1謁帝｣
(KuanTi, 写真 8参照) を両る者も少なくない｡ これに反して広東省出身者は, ｢観音｣
(KuanYin, 写真 9参照) を岡るものが多い O その他に, 天の神として, 福建省出身者は
｢天官賜福｣(T`ienKuanT`zhFu,写真10参照)を,広東省出身者は ｢天神｣(T`ienSh色n)
●●●
を両 り,かまどの神として, 福建省出身者は ｢司命｣(SaMing)を, 広東省出身者は ｢虻
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1.正月初- (一 日) (新年)
2.正月初九 (九 日) (拝天公)天の神を拝する｡ ただ し,広東省出身者は拝 しない ｡
3.正月十五 (拝月亮)月を拝する｡ ただ し,福建省出身者は拝 しないものが多い｡
4.三月 (清明節)父祖の墓まい ど)をする｡(3月何 日であるかは年によって異なる｡)










アロ-ルジャングスに早期に釆村 した中国人は, 表 5(前号 p.80)に示 したように, 農民
や小商人として移住 した ものであって,生存 している年長者においても, 英語はい うに及ば
ず,中国語でも北方系標準語を話せる者はな く, また,文盲ではないが,教育の程度は至って
低い｡ しか し,彼 らは子弟の教育には一般に極めて熱心である｡ しば しば述べたように,世帯




7ロ-ル ジャ ンブスには文華学校国民型華文小学校 〔BOON HWA National-Type (Chi-
nese)PrimarySchool〕- 義務教育 6年制- があ り,これは,全村民によって選ばれた15
名の理事 (董事)- 理事長 (主席)を含む- によって運営される｡ 理事の氏名等は表18に





ように して, 4年を経過 して後,当地の教育に熱心な人士,林茂益,鐘志和, 洪以劉,梅振林
30) 林茂益,鐘志和両氏は現在も理事に任じ,梅振林氏は2男がこれに代り,洪以劉氏は不明｡
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広 東 台 山
安 渓 仙 郡
安 渓 仙 都
安 渓 山 道
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精 米 所 労 働 者
農 業 (小作)
雑 貨 店 店 主 (兼金舗)





米 所 経 営
??
?? 運 送 業(運転手)
店 店 主
所 経 営
1.替助人代表- 多額寄付負担者 2.官委代表- 政府任命監察






















現在,この小学校に学んでいる学童数は,周辺村落か らの通学者 も含めて211名であ り,教師
は校長陳奇等氏以下 6名である｡ さきの校史によると, 校舎建築の1933年当時,学童数は50余
名であったが,現在ではその 4倍を超える増加を示 している｡ 校舎は,古色蒼然とした旧校舎
31)
のままであ り,その後,堰,改築は全然行なわれていない｡ 6年制の小学校ではあるが, 2階
の屋根裏の部屋まで教室に充てて, ようや く4教室がとれるだけで, 1階は土間のままであっ
て,特殊教室はもちろん,職員室も事務室 もない｡
学校は,教室 と教師の不足によって,やむな く複級教育を行なっている｡ すなわち, 1, 2
年次は合併 して 1学級, 3年次および 4年次は単独, 5, 6年次は合併 して1学級をな してい
る｡
教室は1, 2階に各 2室あるが,単に衝立で仕切 られているだけである｡ 授業は,何の科 目
によらず,戦前の中国の小学校 と同様,音読をすることが多いので, 衝立を越えて,相互に大
声が反響 し,学校は全 く喧騒の一語につきる｡ また,複級の年次は,同教室において,同時間
表で授業を行なっているのであるが, 教師は 1節30分授業の内,前,後半各15分に分けて,対
象年次毎の授業を行な う｡ 例えば, 1, 2年次複級のときは, 1年次に対 して15分,残 りの15
分で2年次に対する授業を行な うのである｡ 従 って, 1年次の習っているときには, 2年次は
自習とい うことにな り,校舎の狭陰と設備の不完全による喧騒とは, 数育上,多大の支障を釆
している｡
学校は政府の規定によって, 1日, 1, 2年次生に対 しては210分, 3,4年次生240分, 5,
6年次生270分の授業を行なわなければな らない｡授業は午前 8時か ら9時30分までに3節,9
時40分か ら11時40分まで 4節,昼食のため30分休憩の後, 午後 0時10分か ら1時10分まで計 9
節が行なわれる｡
(B)授 業 の 内 容
授業内容は,表19の示すとお りである｡ 各学年を通 じて,中国語 (華語)に関するものが最
も多 く, 算数関係がこれにつ ぐ｡ マ レ-請- 重文 (WuWan)あるいは,現在では ｢国語｣
とよぶ ことになっている- は, 入学時 より漸次多 くな り, 5, 6年次に至って, 1遇 7節を
学ぶようになるが, 5, 6年次の華文関係科 目14節に比べて,なお, 2分の 1に過ぎない｡
学校においては,毎 日の朝礼時における校長の訓辞か ら, 授業のすべてに至るまで,北力系
標準語で行なわれる｡

























































-へ通学するか,下宿 (住宿) しなければならない｡ ほとんどの中学生は,アp-ルスターの
中学校に在学 しているが,世帯番号 (18)の長男だけが, ペナンにある韓江中学 (高商都)に
在学 している｡
現在までのところ,アロールジャングスには, 大学進学者,または卒業者はいない｡前記世
帯番号 (18)の長男は大学進学を希望 しているが, 彼の説明によると,ペナンの中学校に在学
する場合,学資,生活費をふ くめて1カ月約 M$70を要するが,香港の大学に進学する場合 1
カ月約 M$300, シソガポールでは約 M$200を必要とし, 欧州へ留学するのに比べてあまり
差がない｡ しか し,台湾の大学に留学する場合は,物価の関係で約 M$50で足 りる｡ なお経費
の点のみでな く, 台湾の大学では,中国語による講義が多 く, 日常語も彼 らの福建語が通用す
るので, これも彼が台湾留学を希望す る理由になっている｡ 彼は,高級中学卒業後,台湾の大
学-進学 して卒業の後, できれば更に,オース トラリアの大学に1, 2年間留学 して帰国した
いと述べていた｡マラヤにおいてほ, 自国あるいは英連邦内の国家の大学を卒業 しない限 り,
大学卒と認めないとのことである｡ いずれにしても,アロールジャングスの若者の中で今明年
の内に大学に進学する可能性のあるのほ,現在のところ彼 1人である｡























しかし,集落住民の多数をしめる中, 下層者 (表10, 前号 p.88参照)は, 経済的な理由の
みか らいっても帰国など考え難い状況にあり,その上,長期間にわたって, 故国との往来が杜
絶 していたため,老年者においては,故国に在る父母,兄弟などの多 くが死亡 し, 反面,マラ
ヤでの係累が増加したこと,および,引揚げ帰国したものは, 再びマラヤに渡航 して来 られな
いなどの理由によって,現在,引揚げ帰国を考えているものはない｡
アロールジャングスの中国人の若者は,しば しば,われわれに対して,中国は強大になった,
原子爆弾も保有している,昔日の社会の腐敗と貴官汚吏はな く, 治安も頗る良好であると誇 ら
しく語ってきた｡ しか し,別の面で,それに附随する故国の政治のきびしさ, および,故国か
らの便 りが,多 く金銭と物資の送付を依頼するものであることなどによって, 故国の生活が不
如意であるらしいこともよく承知 している｡ 結局, マラヤは物資は豊富であり,気候的にも住
33)








1954年に最初に観光帰国し, 最近には世帯番号 (14)が1965年 3月か ら5月まで帰って来た｡
その間, 5名が観光帰国したとのことである｡
(2) 観光帰国の1例




る｡ たまたま,彼の妻の祖母 〔世帯番号 (60),(18)の母〕 が最近アロ-ルスタ-において逝
去したとき,肉親死別の悲しい場面を冒睡して, 彼は故国にある自己の老令の父母の健在のう
ちに,帰国し孝義を尽 してくることを発意した｡




着した｡い うまでもな く,中国の visaは取得 していないのであるが,船が抽頭に着 くと,官
吏が乗船 して来て,一応の調査の後, パスポ- トとは別に帰国証明書を発行 して上陸を許可す
る｡ - 造々と故国の港まで帰ってか ら,入国を許可されなかった場合 どうするか, との問い
に対して,自分達は中国人であり,入国ではな く ｢帰国｣であるから, そのようなことは絶対
にないという｡
抽頭に上陸の後,バスで度門に,更にバスで安漢に帰着 した｡ 国内旅行は,福建省泉州,宿























彼の結論は,やは り南洋はよい,暑さも朝,昼, 夕の mandiで凌げるし, ここに住み慣れ
たとい うことである｡ 彼のこの結論は,アロールジャングスの中国人の中年層以下にほぼ共通
するものと見てよかろう｡ そ して,これは結局,中国は遠 くなったとい うことであり,アロー
● ●●●●●
ルジャングス中国人のマラヤ定着化の傾向を示すものといえよう｡
9 む す び
アロールジャソグスの中国人集落の特徴を要約すると,つぎのようになる｡
この集落地附近-の中国人の最初の移住は,決 して古いものではな く, 約65年以前に遡 りう
るにすぎず,初期の中国人は主として, 中国か ら直接,ペナン,アロールスターなどを経由し
て渡航して来たものであ り,マラヤの中,南部の錫鉱山, ゴム園か らの流入者はいないと見ら
れる｡
住民は,初期のころは,福建省安渓県,同安県,南安県, あるいは広東省出身者がほぼ同率
をしめていたが,現在では,安渓県- とくに,仙郡村- 出身者が多 く,中でも世帯番号 (60)
林伏盛氏を頂点とする林氏の親族 ･姻族が経済的にも,社会的にも重きをしめる,同郷出身者,
同族を中心とす る,いわゆる地縁血縁関係によ-lて結ばれているO
住民は, マレー人農民を対象に, 主として精米所, 雑貨店, 金舗など小売業を経営し, あ







次世界大戦後,この集落か ら離れて行った者はあっても, 転入 して来たものはいないという事
実から推 して,この村の今後の盛衰が予測されるようであるO いずれにしても,中国人の故国
との関連が弱 くなり,マラヤ定着化が進みつつあることは事実である｡
行政については,い うまでもな く,マレーシアの行政系統には属しなが らも, 多分に自治村
38) 南洋という場合,日本語での東南アジアという意に同じ｡
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終 りに,この報告稿を作成するに当って,前号 ｢上清｣の場合と同様, 竜谷大学助教授口羽
益生民ならびに京都大学東南アジア研究センター助手坪内良博氏に,一貫して, 全面的に御指
導,御援助いただいたことを重ねて記し,衷心からの謝意を表したい｡
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